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 安土城跡天主台周辺地区の環境整備に関わる資料を得るため、令和５年度から「令

和の大調査」に着手しています。令和７年度の発掘調査は、昨年度に引き続き、伝

本丸跡から天主台に至る「伝本丸取付台」で行っています。 

 今年度の発掘調査では、伝本丸取付台東半において大規模な建物礎石とそれを仕

切る石列が見つかっています。 

 このたび、中間報告として発掘調査現場を公開しますので、お知らせします。 

 

【一般公開】 

日時  令和７年（2025 年）12 月６日（土）10:00～15:00 

    小雨決行、荒天が予想される場合は翌日に順延します 

 

場所  特別史跡安土城跡 伝本丸取付台 発掘調査現場 

    （近江八幡市安土町下豊浦・東近江市南須田町） 

 

参加  事前のお申し込みは不要です。 

    現場公開への参加は無料ですが、安土山入山料（大人 700 円）が必要です。 

 

備考  天候により開催を翌日に順延する場合は県ホームページでお知らせします。 

    当日 12/6 は城郭調査事務所（0748-46-6144）にお問い合わせください。 

 

アプリ 復元・体感アプリ『安土城』をご準備のうえご来場いただければ、調査区 

    以外の情報もお楽しみいただけます。 

 

【今後の予定】 

 発掘調査は 12 月末に終了する予定です。終了後は埋め戻して遺構を保護します。 

 なお、３月に発掘調査成果報告会を開催する予定です。 
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山岸常人委員（京都大学名誉教授／建築史） 

 今回の発掘では、伝本丸取付台に東西 30 メートル程度、南北 10 メートル程度の

大規模な建物があったことが明確になり、昨年度調査区で検出した建物とともに天

主東部の足下を囲んでいたことがはっきりした。本丸御殿から天主への動線は、今

回確認の建物の中を通る可能性があり、今後の精査でこの動線部分も明らかになる

はずである。天主への入口近辺の建物構成が明らかになりつつあるという意味で、

今回の調査は極めて価値の高い成果となっている。 

 

 

坂井秀弥委員（奈良大学名誉教授／史跡整備・考古学） 

 天主周辺の調査が３年目となり、郭に設置された建物などの様子がかなり判明し

てきた。 

 今年度の伝本丸取付台の建物は、確認された礎石からみて、郭のほぼ全域の範囲

に及ぶ大規模なものとみられる。建物の西妻側にある石列は、昨年の天主東側の建

物に伴う石列と同様の機能をもち、建物の区切りを示すものと考えられる。 

 建物の礎石は、これまでと同様、すべて熱を受けて赤化して割れており、激しい

火災の様子を物語る。オリジナルの石垣も同様で、赤化して割れているものが多い。 

 伝本丸取付台東半とそこに設置された建物は、一段下の本丸御殿の方向とほぼ一

致する。昨年・一昨年に確認した伝本丸取付台北半の建物が天主建物とほぼ同じ方

向であり、本丸周辺の郭と建物が整然と設計されたことがうかがえる。また、その

建設工事も石垣・郭・建物が一体的に施行されたと考えられる。 

 

 

佐藤亜聖委員（滋賀県立大学教授／考古学） 

 一昨年から今年度の調査によって伝本丸取付台の全貌がほぼ明らかになった。こ

れまで一連の建物か、複数の建物の集合であったか判然としなかった場所であるが、

明確に二つの建物（群）に分かれることが判明したことは重要な成果である。さら

に、二つの建物の間には、天主上り口の前に石列によって区画される空間があるこ

とがわかり、城郭中枢部の具体的な構造が見えてきた。建物の内部には土間を思わ

せる硬化面があるなど、特殊な利用状況が垣間見える。今後は周辺の更なる調査で

天主台を取り巻く枢要部がどのような機能を持っていたか、また機能分化があった

のか、などを推定していくことが重要だろう。 






